
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　汚泥を、汚泥分解促進層を通過させることによりストレプトマイセス属に属する放線菌
を含む微生物群を有効成分として含む汚泥分解剤と接触させ、前記汚泥の分解を行い、
分解した汚泥を固形分と液体分とに分離し、前記液体分から再利用水を生成する工程を含
む、汚泥の再利用処理方法において、
前記汚泥分解促進層が、煉瓦、天然石、木炭およびゼオライトからなる各層を積層させて
なる多層構造を有し、
その表面に該汚泥分解剤が付着しており、
好気性雰囲気と嫌気性雰囲気との間歇的雰囲気中で分解を行なうことを特徴とする、
汚泥の再利用処理方法。
【請求項２】
　前記汚泥分解剤が、ゼオライトとストレプトマイセス属に属する放線菌を含む微生物群
とを接触させて得られるゼオライト－微生物群複合体を有効成分として含むことを特徴と
する、請求項１に記載の汚泥の再利用処理方法。
【請求項３】
　前記ゼオライト－微生物群複合体が、さらにサーモアクチノマイセス、ノカルディア、
緑膿菌、コマモナス、スフィンゴモナス、アシネトバクター、ニトロソモナス、ニトロバ
クター、チオバクター、アゾトバクターから選ばれる１または１以上の微生物を含むこと
を特徴とする、請求項２に記載の汚泥の再利用処理方法。
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【請求項４】
　前記ゼオライトがモルデナイト系ゼオライトであることを特徴とする、請求項２に記載
の汚泥の再利用処理方法。
【請求項５】
　前記の天然石が白御影石であり、木炭が備長炭であることを特徴とする、請求項１～４
のいずれか１項に記載の汚泥の再利用処理方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法により処理された汚泥から生成した液状成分を採取することを特
徴とする、肥料効果、脱臭効果に優れた再利用水を製造する方法。
【請求項７】
　汚泥を貯留し得る槽、該槽内に汚泥を移送する手段、該槽内から汚泥分解により生成し
た水を排出する手段、該槽内部に配置された汚泥分解促進層、該槽内の底部に配置された
曝気手段、該曝気手段に空気を送るブロワーを含有する汚泥の再処理装置において、
該汚泥分解促進層が、煉瓦、天然石、木炭およびゼオライトからなる各層を積層させてな
る多層構造を有し、該層の内外表面にストレプトマイセス属に属する放線菌を含む微生物
群を有効成分として含む汚泥分解剤を配置していることを特徴とする汚泥の再処理装置。
【請求項８】
　前記汚泥分解剤が、ゼオライトとストレプトマイセス属に属する放線菌を含む微生物群
とを接触させて得られるゼオライト－微生物群複合体を有効成分として含むことを特徴と
する、請求項７に記載の汚泥の再処理装置。
【請求項９】
　前記ゼオライトがモルデナイト系ゼオライトであることを特徴とする、請求項７または
８に記載の汚泥の再処理装置。
【請求項１０】
　前記の天然石が白御影石であり、木炭が備長炭であることを特徴とする、請求項７～９
のいずれか１項に記載の汚泥の再処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、大量に排出される汚泥の有効的な再利用処理方法および再利用処理装置に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　公共下水処理場、し尿処理場、農業集落排水処理施設等では、汚水が活性汚泥処理法な
どの生物的処理法によって処理されているが、このような処理システムから発生する大量
の汚泥の処理が困難であるという問題点がある。また、汚泥は、従来から沈殿槽等で沈殿
した汚泥を引き抜き、脱水装置にて脱水を行い、焼却するか、あるいは埋立て処分されて
いた。しかし、このような処分では、多大な労力や手間を要し、運送や焼却等のコストは
高く、そればかりでなく、環境問題を考慮すると、次々と排出され大量化する汚泥の廃棄
場所はおのずから限定され、近い将来、各地方自治体でも汚泥の廃棄場所を確保できなく
なる恐れがある。
　また、従来報告されている汚泥の減量化方法は、大量処理には適しておらず、実際には
ほとんどの汚泥は埋立て処分されていることから廃棄場所を必要としないまでには至らな
い。そのうえ処理には大型の処理設備の投資が必要であり、処理費用もかさむ問題がある
。また、残存する汚泥の再利用方法が模索されているが、特に有用な手段が見つかってい
ない。
　また、特開２０００－３４２６７０号公報（特許文献１）には、汚泥または有機物を有
効に分解する方法が記載されており、高い汚泥の減量率を示している。しかし、残存する
汚泥の処理についてはその解決策を見出すまでには至らない。
【０００３】
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【特許文献１】特開２０００－３４２６７０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、本発明の目的は、既存の施設をそのまま利用し、汚泥を簡単で効率的に分
解し、汚泥から分離された処理水から有用な再利用水を生成する汚泥の再利用処理方法お
よび汚泥の再利用処理装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　すなわち、本発明は、汚泥とストレプトマイセス属に属する放線菌を含む微生物群を有
効成分として含む汚泥分解剤とを接触させ、前記汚泥の分解を行い、分解した汚泥を固形
分と液体分とに分離し、前記液体分から再利用水を生成する工程を含む、汚泥の再利用処
理方法を提供するものである。
【０００６】
　また、本発明は、汚泥と汚泥分解剤とを接触させた後、周囲を好気性雰囲気にして前記
汚泥の分解を行う工程を含む、前記の汚泥の再利用処理方法を提供するものである。
【０００７】
　また、本発明は、前記汚泥分解剤が、ゼオライトとストレプトマイセス属に属する放線
菌を含む微生物群とを接触させて得られるゼオライト－微生物群複合体を有効成分として
含む、前記の汚泥の再利用処理方法を提供するものである。
【０００８】
　また、本発明は、分解した汚泥を固形分と液体分とに分離した後、前記液体分を汚泥分
解促進層に通過させて、前記液体分から再利用水を生成する工程を含む、前記の汚泥の再
利用処理方法を提供するものである。
【０００９】
　また、本発明は、分解した汚泥を固形分と液体分とに分離した後、前記液体分に含まれ
る汚泥の濃度を調整し、前記液体分を汚泥分解促進層に通過させて、前記液体分から再利
用水を生成する工程を含む、前記の汚泥の再利用処理方法を提供するものである。
【００１０】
　また、本発明は、前記汚泥分解促進層が、煉瓦、天然石、木炭およびゼオライトからな
る各層を積層させてなる多層構造を有する、前記の汚泥の再利用処理方法を提供するもの
である。
【００１１】
　また本発明は、前記汚泥分解剤が、光合成細菌をさらに含む、前記の汚泥の再利用処理
方法を提供するものである。
【００１２】
　また、本発明は、汚泥を攪拌しながら間欠曝気する手段および前記汚泥を固形分と液体
分とに分離する手段を備える汚泥減量槽と、前記汚泥減量槽から前記液体分を移送する手
段および前記液体分から再利用水を生成する手段並びに前記液体分を循環させながら間欠
曝気する手段を備える再利用水生成槽とを有する、汚泥の再利用処理装置を提供するもの
である。
【００１３】
　また、本発明は、前記再利用水生成槽が、前記液体分から再利用水を生成する手段を備
えた汚泥分解促進層を有する、前記の汚泥の再利用処理装置を提供するものである。
【００１４】
　また、本発明は、前記汚泥分解促進層が、煉瓦、天然石、木炭およびゼオライトからな
る各層を積層させてなる多層構造を有する、前記の汚泥の再利用処理装置を提供するもの
である。
【発明の効果】
【００１５】
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　本発明によれば、既存の施設をそのまま利用し、汚泥を簡単で効率的に分解し、汚泥か
ら分離された処理水から有用な再利用水を生成する汚泥の再利用処理方法および汚泥の再
利用処理装置が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明は、汚泥とストレプトマイセス属に属する放線菌を含む微生物群を有効成分とし
て含む汚泥分解剤とを接触させ、前記汚泥の分解を行い、分解した汚泥を固形分と液体分
とに分離し、前記液体分から再利用水を生成する工程を含む、汚泥の再利用処理方法を提
供する。
【００１７】
　本発明の方法が適用される汚泥は、有機物を含有する汚泥であれば特に限定されず、公
共下水処理場、し尿処理場、農業集落排水処理施設等から排出される汚泥、余剰汚泥等を
含むことができる。
【００１８】
　本発明で使用する汚泥分解剤は、ストレプトマイセス属に属する放線菌を含む微生物群
を有効成分として含んでおり、汚泥と接触した際に、汚泥中の有機物を強力に分解する作
用をもつ。ストレプトマイセス属に属する放線菌は、汚泥中では胞子の状態で存在し、有
機物を強力に分解しながら菌糸を伸ばして旺盛に増殖することができる。これらのストレ
プトマイセス属に属する放線菌は、汚泥分解剤において５～５０％を構成しているのが望
ましい。汚泥分解剤中の微生物群は、ストレプトマイセス属に属する放線菌を含む微生物
群が存在していればよいが、その他の好気性菌および嫌気性菌を共に含むのが好ましい。
例えば、放線菌としては、サーモアクチノマイセス、ノカルディア、好気性菌としては、
緑膿菌、コマモナス、スフィンゴモナス、アシネトバクター、またその他にニトロソモナ
ス、ニトロバクター、チオバクター、アゾトバクター等が微生物群に含まれ得る。
　また本発明においては、光合成細菌を汚泥分解剤として併用することもできる。光合成
細菌は、例えばグラム染色陰性小桿菌、具体的には紅色非硫黄菌が挙げられる。
【００１９】
　また、本発明で使用する汚泥分解剤は、汚泥中に既存する微生物の活動を活発化させて
、汚泥の分解を促進させるので、さらに強力な分解効果をもつ。また、有機物分解に優れ
ているので、脱臭効果も併せもつ。本発明で使用するのに好ましい汚泥分解剤には、商品
名「オールダッシュソフト（株式会社ロッシュ製）」、「オールダッシュモルト（株式会
社ロッシュ製）」および「オールダッシュＰ＆Ｃ（株式会社ロッシュ製）」等が挙げられ
る。
【００２０】
　また、本発明で使用する汚泥分解剤は、様々な形態をとることができる。例えば微生物
群を水性媒体（例えば水）に分散させたもの；微生物群をゼオライトと接触させてゼオラ
イト－微生物群複合体としたもの；該複合体を水に分散させたもの；等が挙げられる。い
ずれの形態においても、微生物群の濃度、微生物群とゼオライトとの割合等は、汚泥の濃
度や、汚泥の周囲環境等を勘案して適宜決定すればよい。また、水性媒体中には、必要に
応じて微生物群に悪影響を及ぼさない各種添加物を導入することができる。
　中でもゼオライト－微生物群複合体は、ゼオライトの多孔質内に微生物群が吸着し、汚
泥との接触面積が増大するために、分解効果がさらに高められて望ましいものである。使
用するゼオライトとしてはとくに制限されないが、モルデナイト系ゼオライトが挙げられ
る。例えば、ゼオライトには、商品名「モルデンゼオパウダー（東北資源開発株式会社製
）」が好ましい。ゼオライトと微生物群との複合化は、微生物群が固体（例えば乾燥菌体
）である場合は、例えばゼオライトと固体微生物群とを適当な容器内で攪拌することによ
り簡単に行うことができる。微生物群が水性媒体に分散している場合は、ゼオライトを水
性媒体中に投入するだけで簡単に複合化することができる。
【００２１】
　本発明の方法においては、汚泥と汚泥分解剤とを接触させた後、汚泥の分解を行う際に
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、例えば周囲を好気性雰囲気にして汚泥の分解を行う工程を含んでもよい。また、本発明
の方法においては、汚泥と汚泥分解剤とを接触させた後、周囲を嫌気性雰囲気にして汚泥
の嫌気分解を行い、続けて周囲を好気性雰囲気にして汚泥の好気分解を行う工程を含むの
が好ましく、この工程により高効率の汚泥分解を行うことができる。本発明で使用する汚
泥分解剤には、微生物群として通性嫌気性菌が主体となって存在するので、嫌気分解と好
気分解の両方が可能である。嫌気性条件下では、主としてストレプトマイセス属に属する
放線菌が、好気性条件下では、特にグラム陰性菌が活発に有機物の分解を行うことができ
る。汚泥分解剤の作用を高めるためには、汚泥を攪拌しながら隔週ごとにまたは連続的に
汚泥に酸素を含む気体を導入して曝気を行うのがよい。汚泥の分解は、１５～４０℃の範
囲で行うのが好ましい。汚泥分解の期間は、汚泥の濃度や微生物群の菌数によって異なる
ので、測定値に応じて適宜決定すればよい。
【００２２】
　また、汚泥と汚泥分解剤とを接触させた後は、高効率で汚泥を分解させるために、汚泥
中にストレプトマイセス属に属する放線菌を含む微生物群が少なくとも菌数１×１０２ ／
ｍｌ程度で生育するように維持させることが必要である。それには、適宜菌数を測定して
、その値に応じて汚泥分解剤を添加するのが好ましい。なお、該微生物群は、汚泥中で長
期間（１～２年）にわたり同一菌群を保持できる。
【００２３】
　このように、本発明では、汚泥と汚泥分解剤とを接触させ、汚泥の分解を行う工程は、
汚泥から再利用水を生成するための一次処理であり、「汚泥馴化処理」という。この汚泥
馴化処理は、長期間貯留された汚泥に有効である。この処理は、貯留汚泥に汚泥分解剤を
添加し、汚泥中に生息している微生物群の働きを新たに添加した微生物群の作用により馴
化（活性化）させて、槽内全体の汚泥分解を促進させるために行う処理である。
【００２４】
　また、分解した汚泥中に生息する微生物群は分解能に優れているので、分解した汚泥に
さらに未分解汚泥を投入して、繰り返し汚泥分解工程を行ってもよい。その際は、菌数を
測定してストレプトマイセス属に属する放線菌を含む微生物群が少なくとも菌数１×１０
２ ／ｍｌ程度であれば、繰り返し汚泥分解工程を行うことができる。このように本発明に
おいては、該微生物群の菌数が１×１０２ ／ｍｌ程度の少ない状態であっても汚泥を充分
に分解することができる利点を有する。
【００２５】
　本発明の方法において、分解した汚泥を固形分と液体分とに分離する工程では、簡易に
はそのまま静置して固形分を沈殿させて、上澄み液として液体分を分離させることが好ま
しい。また、種々の分離手段を利用してよく、例えば、凝集剤等を添加して汚泥から固形
分と液体分とを分離してもよい。
【００２６】
　次いで、汚泥から分離して得られた液体分から再利用水を生成する工程では、該液体分
に含まれる残存汚泥の分解を行う。残存汚泥の分解には、汚泥分解促進層を利用すること
ができる。ここでは、液体分を汚泥分解促進層内に通過させることにより、残存汚泥を分
解し、得られた処理水を有用な再利用水として生成することができる。液体分を通過させ
るのであればどのような手段であってもよく、また、通過する方向は特に限定されない。
本発明においては、適当な槽の中に汚泥分解促進層を設置し、その槽の内部へ液体分を投
入して、汚泥分解促進層が全て浸るまで槽内を液体分で満たすことにより、液体分を汚泥
分解促進層内に通過させることが好ましい。その際に、槽内の液体分を循環させると効率
的に通過させることができる。
【００２７】
　また、前記液体分を汚泥分解促進層に通過させる前に、液体分に含まれる汚泥の濃度を
調整することが、高効率の汚泥分解のためには望ましい。汚泥の濃度としては、８０００
ｍｇ／Ｌ以下であり、好ましくは６０００ｍｇ／Ｌ以下であり、最も好ましくは５０００
ｍｇ／Ｌ以下である。汚泥の分解は、１５～４０℃で行うのが好ましい。汚泥分解の期間
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は、汚泥の濃度によって異なるので、濃度の測定値に応じて適宜決定すればよい。例えば
、汚泥の濃度を５０００ｍｇ／Ｌ以下に調整した液体分を、汚泥分解促進層を設置した槽
内で間欠曝気および循環させながら残存汚泥の分解を行う場合は、約１～２週間で約２０
０ｍｇ／Ｌまで分解可能である。
　最終的に、汚泥の濃度が２００～１２００ｍｇ／Ｌになるまで液体分の残存汚泥の分解
を行うことができる。
【００２８】
　図１は、汚泥分解促進層の構造ついて説明するための図である。
　図１において、汚泥分解促進層１０は、架台１５の上部に煉瓦からなる第一層１１、天
然石からなる第二層１２、木炭からなる第三層１３およびゼオライトからなる第四層１４
を積層させてなる多層構造を有する。これは好適な態様であって、各層は順不同であって
もよい。また、汚泥分解剤１６を汚泥分解促進層１０の上部から投入して、層内に付着さ
せている。
　汚泥分解促進層１０は、有用な再利用水を生成するために、汚泥から分離した液体分に
残存する汚泥を分解し、または液体分に各種無機塩類の成分を供給する。この作用は、各
層に含まれる煉瓦、天然石、木炭およびゼオライト等の基材によるものである。第一層に
は煉瓦が含まれるが、使用する煉瓦は特に制限されない。第二層には天然石が含まれるが
、なかでも特に白御影石が好ましい。煉瓦や天然石の形状は、ブロック形、破砕形、粒状
形などの任意の形状のものが使用できる。第三層には木炭が含まれるが、使用する木炭は
特に制限されなく、炭質燃料物として一般的に用いられているもの、例えば備長炭が好ま
しい。第四層にはゼオライトが含まれる。ゼオライトは、存在する微生物群や新たに添加
される汚泥分解剤に含まれる微生物群と接触してゼオライト－微生物群複合体を形成し、
残存する汚泥の分解に寄与する。使用するゼオライトとしてはとくに制限されないが、例
えばモルデナイト系ゼオライトが挙げられる。好ましくは、商品名「オールダッシュモル
ト（株式会社ロッシュ製）」をゼオライトに含浸させたものが使用できる。
【００２９】
　本発明の好適な態様において、汚泥分解促進層１０は、処理すべき液体分が通過可能な
網目状の底面および側面をもった容器の中に前記の基材をそのまま単に充填させたもので
よく、または前記１種の基材を充填させたものを、各種基材ごとに用意して、各種基材を
充填した容器を順次積重ねることにより多層構造がつくられるものでよい。使用する容器
は、処理される液体分が通過可能であれば網目状に限らずに、種々の形状の通過口が底面
および側面の全体に設けてあるものでよく、通過口の大きさは、基材が通過できない大き
さがよい。材質はプラスチック製、金属製でもよく、特に制限されるものではない。
【００３０】
　また、本発明においては、図１のように汚泥分解促進層１０を既存の施設の適当な槽の
中に設置して利用することができる。この場合は、汚泥分解促進層１０を設置する前に、
使用する槽の壁面の全面に本発明で使用している汚泥分解剤１６を噴霧しておくのが好ま
しい。使用する汚泥分解剤は、上述のものであってよく、特に、商品名「オールダッシュ
ソフト（株式会社ロッシュ製）」および「オールダッシュモルト（株式会社ロッシュ製）
」と、商品名「モルデンゼオパウダー（東北資源開発株式会社製）」とを混合させたもの
が好ましい。これを槽内に噴霧して使用すると、壁面に微生物群により形成されたコロニ
ーが増殖するので、汚泥の分解が促進され、残存の汚泥を充分に分解することができる。
このように、汚泥分解剤を噴霧した槽内に、汚泥分解促進層１０を構成する基材を順に積
層させて設置することで、簡単に設備を整えることができる。
【００３１】
　このように、汚泥分解促進層１０を利用すると、上述の基材から無機塩類を放出し、液
体分に含まれる残存汚泥の有機物を短時間で、限り無く無機物化し、液体分中の残存汚泥
を完全に分解して、有用な再利用水を生成することができる。
【００３２】
　また、本発明は、汚泥を攪拌しながら間欠曝気する手段および前記汚泥を固形分と液体
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分とに分離する手段を備える汚泥減量槽と、前記汚泥減量槽から前記液体分を移送する手
段および前記液体分から再利用水を生成する手段並びに前記液体分を循環させながら間欠
曝気する手段を備える再利用水生成槽とを有する、汚泥の再利用処理装置を提供する。
【００３３】
　前記汚泥減量槽は、汚泥と汚泥分解剤とを接触させて、汚泥の分解、例えば汚泥の好気
分解を行う槽である。すなわち、本発明でいう汚泥馴化処理を行う槽である。汚泥の分解
を行う場合には、間欠曝気するために酸素を含む気体を槽内に導入するブロアー等を設け
ることが好ましい。また、汚泥分解剤や汚泥中の微生物群に気体を高効率で導入させるた
めに攪拌機を設けることが好ましい。攪拌機は特に制限されるものではない。さらに、汚
泥減量槽では、沈殿を利用して分解した汚泥を固形分と液体分とに分離する槽でもある。
【００３４】
　前記再利用水生成槽は、分離した液体分に含まれる残存汚泥を分解し、得られた処理水
を再利用水として生成する槽である。液体分から再利用水を生成するために上述の汚泥分
解促進層を設けることが好ましい。残存汚泥の分解を行う場合には、液体分を汚泥分解促
進層内で循環させるために循環ポンプを設けることが好ましい。また、間欠曝気するため
に酸素を含む気体を槽内に導入するブロアー等を設けることが好ましい。これにより、存
在する微生物群や新たに添加される微生物群の活動を活発化させることができる。前記汚
泥減量槽と前記再利用水生成槽とに設置されたブロアーは制御盤によって制御されている
。
【００３５】
　本発明の汚泥の再利用処理装置は、既存の設備の槽の中に容易に設置することができる
利点がある。また、汚泥減量槽と再利用水生成槽とを同一敷地内で設置させる形態でもよ
く、あるいは汚泥減量槽と再利用水生成槽とを別々の敷地でそれぞれ設置させる形態でも
よい。
【００３６】
　図２は、汚泥減量槽と再利用水生成槽とを同一敷地内で設置させる形態を採用した集落
排水処理システムを説明するための図である（例として長野県上伊那郡高遠町上山田農業
集落排水施設のシステムをもとに説明する）。
　流入した処理水は、粗目スクリーンを通過し、曝気沈砂槽２１に入れられた後、流量調
整槽２２に送り込まれる。流量調整槽２２から取り出された処理水は汚水計量槽２３で処
理すべき処理水が計量される。続いて計量された処理水は、嫌気性ろ床槽２４へ導入され
、ここで本発明における微生物群が処理水中の有機物の分解を行う（なお、微生物群は、
流量調整槽２２に添加してもよい）。次に処理水は接触曝気槽２５に移動し、ここで微生
物群に含まれる好気性菌がさらに有機物の分解を行う。次に処理水は沈殿槽２６に進み、
ここで汚泥が沈殿され、液体分は消毒槽２７で消毒され放流される。沈殿した汚泥は、汚
泥濃縮貯留槽２８に運ばれ、汚泥をさらに濃縮させる。また、嫌気性ろ床槽２４で沈殿し
た汚泥も汚泥濃縮貯留槽２８に運ばれる。濃縮した汚泥は、汚泥貯留槽２９に運ばれる。
汚泥減量槽３０に移送する前に、ここで汚泥の汚泥馴化処理を行う。次いで馴化処理され
た汚泥の所定量を汚泥減量槽３０へ移送する。汚泥減量槽３０の底部に汚泥分解剤を設置
してから汚泥を導入するのが望ましい。ここで汚泥の分解を行い（場合によっては、分解
した汚泥の上にさらに汚泥貯留槽２９から未分解の汚泥を導入して、繰り返し分解を行う
。）、汚泥が減量され、次いで静置させて汚泥を沈殿させて、固形分と液体分とに分離し
、液体分を再利水生成槽３１に移送する（このとき、Ｎ，Ｐ，Ｋ，Ｃは大幅に減少する）
。次いで、再利用水生成槽３１では、液体分を循環させながら、設置された汚泥分解促進
層３２の作用により再利用水を生成する。汚泥減量槽３０および再利用水生成槽３１には
、制御盤３４につながるブロアー３３を介して酸素を含む気体が導入され、また、循環ポ
ンプ３５が設置されている。
　上記したように本発明の汚泥の再利用処理方法および汚泥の再利用処理装置は、排水処
理システムの規模、処理水の汚染の度合い、汚泥の分解速度、環境温度等を勘案して適宜
変更すればよい。
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【実施例】
【００３７】
　実施例１
　長野県木島平浄化センターの下水処理施設において、同処理施設内のタンクを利用して
、貯留された汚泥から再利用水を生成するために以下のように行った。
　タンク内の底部に汚泥分解剤（オールダッシュモルト）を設置してから汚泥約１０ｍ３

を導入し、ブロアーから空気を０．１２ｋｇ／ｃｍ３ の割合で導入して、隔週ごとに曝気
を繰り返し、これを１５℃以上で４週間行った。汚泥分解前の汚泥の濃度は、３７００ｍ
ｇ／Ｌであったが、汚泥分解後は、１２０ｍｇ／Ｌとほぼ完全に汚泥が分解されていた。
分解された汚泥から得られた再利用水中の微生物群を、放線菌専用培地のサブロー寒天培
地（栄研株式会社製）および一般細菌用培地のＳＣＤ寒天培地（栄研株式会社製）に、そ
れぞれニクロム線ループ（内径１ｍｍ）を用いて０．１ｍｌ塗布して、３５～３７℃で２
４時間培養し、生育した微生物群の菌数を測定した。その結果、放線菌数は５．０×１０
４ ／ｍｌであり、一般細菌数は４．０×１０６ ／ｍｌであった。さらに、分解された汚泥
の上に未分解の汚泥約１０ｍ３ を導入して、同様の条件で汚泥を分解した。この操作をさ
らに２回繰り返し、計４回の汚泥分解により、再利用水約４０ｍ３ が得られた。
　最終的に得られた再利用水の成分分析結果を に示す。
【００３８】
　実施例２
　秋田県東部町滋野地区の農業集落排水処理施設において、貯留された汚泥から再利用水
を生成するために以下のように行った。図３は、実施例２の農業集落排水処理施設のシス
テムを示した図である。汚泥の分解は、既設の第２汚泥貯留槽３６を利用して行った。な
お、その他の符号の説明は図２と同様であるので、詳しい説明は省略する。
　図３における第２汚泥貯留槽３６の壁面に、汚泥分解剤（オールダッシュソフトと、オ
ールダッシュモルトと、オールダッシュＰ＆Ｃと、モルデンゼオパウダーとを混合したも
の）を噴霧し、微生物群により形成されるコロニーを増殖させた。次いで、第１汚泥貯留
槽２９から汚泥を移送して第２汚泥貯留槽３６に導入し、汚泥貯留槽攪拌用ブロアーから
空気を０．１２ｋｇ／ｃｍ３ の割合で導入して、隔週ごとに曝気を繰り返し、これを１５
℃以上で３ヶ月行い、汚泥を分解した。分解された汚泥から得られた再利用水の成分分析
結果を に示す。
　また、得られた再利用水を森吉堆肥センターに移送して、家畜（牛糞）完熟有機堆肥と
混合した。その結果、再利用水には家畜完熟有機堆肥の発酵促進効果および脱臭効果が示
された。このような混合液を稲作（秋田こまちの製造）に（平成１２年度は２０ｈａ、平
成１３年度は３０ｈａ）使用した結果、例年よりも豊作で高品質の秋田こまちが収穫でき
た。これにより再利用水は、土壌活性化を促進するため、農薬の使用量減ができることが
示された。

【００３９】
　実施例３
　長野県東部町新屋地区の農業集落排水処理施設において、貯留された汚泥を馴化処理し
た。その後、得られた処理水を長野県東部町文化センターへ移送し、ここで再利用水の生
成を行った。以下に説明する。
［汚泥馴化処理］
　長野県東部町新屋地区の農業集落排水処理施設の汚泥貯留槽の底部に、汚泥分解剤（オ
ールダッシュモルト）を設置してから汚泥を導入し、汚泥貯留槽攪拌用ブロアーから空気
を０．１２ｋｇ／ｃｍ３ の割合で導入して、隔週ごとに曝気を繰り返し、これを１５℃以
上で４週間行った。さらに、分解された汚泥の上に未分解の汚泥を導入して、同様の条件
で汚泥を分解した。この操作をさらに１回繰り返し、計３回の汚泥分解により、汚泥馴化
処理水が得られた。この処理水をそのまま静置させて固形分と液体分とに分離し、液体分
約２２．２ｍ３ （平成１４年４月２４日）を長野県東部町文化センターへ移送した。なお
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、汚泥分解前の汚泥貯留槽中の汚泥濃度は、２５０００ｍｇ／Ｌであったが、汚泥分解後
の前記液体分の汚泥濃度は、１３０００ｍｇ／Ｌであった。
【００４０】
　ここで、平成１２年度、平成１３年度、平成１４年度における、新屋地区農業集落排水
処理施設からの汚泥引抜処理量を表１に示す。
【００４１】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４２】
　表１により新屋地区農業集落排水処理施設の汚泥貯留槽において、汚泥馴化処理による
汚泥消化促進により、４３．４ｍ３ の汚泥減量ができた。また、平成１３年１０月から１
年間の汚泥引抜処理量は０ｍ３ となった。
【００４３】
［再利用水生成］
　長野県東部町文化センター敷地内の既設槽、（１）流量調整槽（４９．０ｍ３ 容）、（
２）第一曝気層（３２．０ｍ３ 容）および（３）第二曝気槽（２２．２ｍ３ 容）をそれぞ
れ利用して、移送した汚泥馴化処理水の液体分約２２．２ｍ３ （平成１４年４月２４日）
から再利用水の生成を行った。
　各々の槽に液体分を投入する前に、液体分に含まれる汚泥の濃度をそれぞれ（１）６６
００ｍｇ／Ｌ、（２）４４００ｍｇ／Ｌおよび（３）２６００ｍｇ／Ｌに調整した。また
、各々の槽内に汚泥分解促進層を設置し、槽内の壁面の全面に汚泥分解剤（オールダッシ
ュソフトおよびオールダッシュモルトと、モルデンゼオパウダーとを混合させたもの）を
噴霧し、壁面に微生物群により形成されたコロニーを増殖させておいた。設置した該汚泥
分解促進層は、図１と同様のものであり、Ｗ１００ｃｍ×Ｌ５０ｃｍ×Ｈ１６０ｃｍ容の
容器に、下からゼオライト、木炭、白御影石および煉瓦の順で充填して積層させたもので
ある。充填した基材は、煉瓦を２０個（約６０ｋｇ）、白御影石を１５個（約５４ｋｇ）
、木炭を２７ｋｇおよびゼオライトを２０ｋｇであった。
　次いで、各（１）～（３）の槽に濃度調整済みの液体分を投入して、液体分を循環させ
ながら、設置された汚泥分解促進層の作用により、残存汚泥の分解を行い、再利用水を生
成した。
　なお、平成１４年４月から１０月末にかけて、汚泥馴化処理水の液体分として、約２２
．２ｍ３ （平成１４年４月２４日）、約２９．６ｍ３ （平成１４年６月２６日）、約３３
．３ｍ３ （平成１４年８月２８日）および約３９．６ｍ３ （平成１４年１０月２８日）を
長野県東部町文化センター敷地内の各既設槽（１）～（３）に移送し、合計１２４．７ｍ
３ の汚泥馴化処理水から再利用水を生成した。その際の汚泥濃度を測定し、その結果を表
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２に示す。
【００４４】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４５】
　表２の結果から、汚泥の濃度を所定の範囲内に調整した場合は、汚泥の分解率は、９１
％～９６％の高分解率であった。そのうえ、再利用水の生成は、１～２週間の短時間で充
分に処理することができた。
【００４６】
　また、（１）～（３）槽における、再利用水中の微生物群を、放線菌専用培地のサブロ
ー寒天培地（栄研株式会社製）、および一般細菌用培地のＳＣＤ寒天培地（栄研株式会社
製）に、それぞれニクロム線ループ（内径１ｍｍ）を用いて０．１ｍｌ塗布して、３５～
３７℃で２４時間培養し、生育した微生物群の菌数を測定した。その結果を表３に示す。
【００４７】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４８】
　さらに、最終的に（１）～（３）槽から得られた再利用水を沈殿槽に収集し、沈殿槽に
おける再利用水の微生物群の菌数を同様に測定した。なお、大腸菌の検出には、大腸菌専
用培地のＥＳＣＭ寒天培地（栄研株式会社製）を使用した。その結果、放線菌数は６×１
０２ ／ｍｌであり、一般細菌数は１．６×１０３ ／ｍｌであり、大腸菌数は検出されなか
った。
　また、再利用水の成分分析結果を表４に示す。
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【００４９】
【表４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５０】
　表４の結果から、実施例１～３において得られた再利用水は、無機塩類を豊富に含み、
特に窒素、リン、カリウムおよびカルシウムを多く含んでいて、有用である。
【００５１】
　本発明の汚泥の再利用処理方法および再利用処理装置から得られた再利用水は、農作物
の発根、発育の促進、連作障害による微量元素不足の補給、農作物の鮮度保存、鮮度の促
進、農作物、特に果実や果菜の糖度の向上、病害虫に対する抵抗力の向上等に利用できる
。
　また、得られた再利用水は、公共下水の管路、中継ポンプ場の散布投入することで、悪
臭のもととなる付着したスカムの除去および分解により、硫化水素等のガス発生を極微量
の発生にとどめることができる。
　さらに、得られた再利用水は、ゴミ焼却場ピット、搬入ヤード、汚泥貯留槽および構内
排水施設から発生するメチルメルカプタン、硫化水素等を分解することができるので、脱
臭および脱脂効果を有する。
　さらにまた、本発明の方法によれば、汚泥を例えば次の条件、すなわち、適正汚泥濃度
：８０００ｍｇ／ｌ、汚泥分解時間：４～６週間で１／２０程度に減少させることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】汚泥分解促進層の構造について説明するための図である。
【図２】汚泥減量槽と再利用水生成槽とを同一敷地内で設置させる形態を採用した集落排
水処理システムを示した図である。
【図３】実施例２の農業集落排水処理施設のシステムを説明するための図である。
【符号の説明】
【００５３】
　１０　　汚泥分解促進層
　１１　　第一層
　１２　　第二層
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　１３　　第三層
　１４　　第四層
　１５　　架台
　１６　　汚泥分解剤
　２１　　曝気沈砂槽
　２２　　流量調整槽
　２３　　汚水計量槽
　２４　　嫌気性ろ床槽
　２５　　接触曝気槽
　２６　　沈殿槽
　２７　　消毒槽
　２８　　汚泥濃縮貯留槽
　２９　　（第一）汚泥貯留槽
　３０　　汚泥減量槽
　３１　　再利用水生成槽
　３２　　汚泥分解促進層
　３３　　ブロアー
　３４　　制御盤
　３５　　循環ポンプ
　３６　　第二汚泥貯留槽
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【 図 ３ 】
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